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◎
〝
自
然
と
共
に
伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
、

   〝
神
に
お
い
て
す
べ
て
一
体
〟
の
宗
教
心
を
多
く
の
人
に
広
げ
よ
う
！

◎ 

第
一
線
で
「
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
活
発
に
開
催
し
て
、
壮
年
層
会

員
の
拡
大 

と
普
及
誌
購
読
者
・
聖
使
命
会
員
拡
大
の
一
年
に
し
よ
う
！

日
常
の
今
が
信
仰
の
と
き

京
都
第
二
教
区
教
化
部
長　

伊
藤 

夏
樹　
　
　
　

「
こ
こ
一
年
半
道
場
に
行
く
機
会
が
な
く
、
生
長
の
家

の
信
仰
活
動
が
で
き
な
く
て
淋
し
い
…
」「
ず
っ
と
家

に
い
る
ば
か
り
で
、生
長
の
家
の
信
仰
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
て
…
」
会
員
信
徒
の
方
々
か
ら
こ
の
よ
う

な
お
話
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
両
丹
道
場

は
、
今
も
練
成
会
や
見
真
会
な
ど
の
対
面
行
事
が
開

催
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
る

方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
道
場
に
集
う

行
事
の
一
日
も
早
い
再
開
を
願
う
者
で
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
是
非
、『
無
門
関
』
の
「
趙

じ
よ
う
し
ゆ
う
せ
ん
ぱ
つ

州
洗
鉢
」
の
公
案

を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
え

を
乞
う
新
参
の
僧
に
、
趙
州
和
尚
が
「
食
器
を
洗
え
」

と
指
導
さ
れ
た
あ
の
話
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
生
長

の
家
創
始
者
・
谷
口
雅
春
先
生
は
、
食
後
に
食
器
を

洗
う
よ
う
に
「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
出

来
る
の
が
悟
り
で
あ
る
。」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
ご

指
導
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

道
場
に
精
勤
し
て
先
師
の
講
義
を
聴
き
、「
悟
っ
た
、

悟
っ
た
」な
ど
と
思
い
上
り
な
が
ら
、家
事
は
放
置
し
、

部
屋
の
掃
除
も
出
来
て
い
な
い
よ
う
な
の
が
悟さ
と
り
で
は

な
い
。
悟
と
云
う
の
は
ど
こ
か
天
上
に
で
も
遠
く
あ

る
の
で
は
な
い
。「
此こ

こ処
」に「
今
」あ
る
の
で
あ
る
。（
中

　

平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
（
抜
粋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
長
の
家
総
裁　

谷
口 

雅
宣

　

私
た
ち
は
、「
人
間
は
神
の
子
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
中
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
」「
ど
ん
な
宗
教

も
、
そ
の
神
髄
に
お
い
て
は
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
お
互
い

に
争
う
必
要
が
な
い
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
〝
宝
〟
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
多
く
の
人
々
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
我
々
の
生
き
方
そ
の
も
の
が
人
々
の

た
め
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
人
間
だ
け
で
は

な
く
て
、
地
球
上
に
生
き
て
い
る
ほ
か
の
生
物
や
環
境
の

た
め
に
も
な
る
生
き
方
が
、
今
の
時
代
に
は
必
要
で
す
。

　

我
々
は
「
心
」
の
分
野
で
は
、
善
一
元
の
神
へ
の
信
仰

を
一
層
深
め
て
い
く
と
同
時
に
、「
実
際
生
活
」
の
分
野

で
も
、
神
の
御
心
が
で
き
る
だ
け
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
生

き
方
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
人
か
ら
奪
わ
な
い
、

環
境
を
破
壊
し
な
い
、
生
物
を
絶
滅
さ
せ
な
い
生
き
方
」

を
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
始
め
、
始
め
て
い
る
人
は

さ
ら
に
推
進
し
、
他
の
多
く
の
人
々
に
も
及
ぼ
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
二
十
年
後
に
来

る
か
も
し
れ
な
い
〝
危
機
〟
を
危
機
で
な
く
す
る
の
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
が
テ
ロ
な
ど
の
現
在
の
問
題
へ
の
解
決
の
鍵

を
握
っ
て
い
る
。
生
長
の
家
の
信
仰
者
の
皆
さ
ん
が
、
神

想
観
に
よ
っ
て
神
の
御
心
を
知
り
、
そ
れ
を
生
か
す
生
活

を
率
先
し
て
行
っ
て
い
け
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
「
幸
福
」

が
や
が
て
世
界
に
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
（『
足
元
か
ら
平
和
を
』
九
十
九
～
百
頁
）

神・自然・人間は本来一体である
“新しい文明”の基礎づくりを進めよう！

略
）
こ
の
「
今
」
を
生
き
る
と
云
う
こ
と
が
大
切
で

何い

つ時
も
そ
う
云
う
よ
う
に
行
き
届
い
て
、
日
常
生
活

の
「
今
」
が
本
当
に
出
て
来
る
の
が
悟
り
だ
と
云
う

わ
け
で
あ
り
ま
す
。（『
日
常
生
活
の
中
の
真
理　

無

門
関
・
聖
書
篇
』
十
二
～
十
三
頁
）

ま
た
、
前
生
長
の
家
総
裁
・
谷
口
清
超
先
生
も

「
遇
ぐ
う
い
ち
ぎ
よ
う
し
ゆ
う
い
ち
ぎ
よ
う

一
行
修
一
行
」、
つ
ま
り
一
行
に
遇
っ
て
は
そ
の

一
行
を
し
っ
か
り
修
め
よ
と
い
う
道
元
禅
師
の
教
え

を
も
と
に
「
今
こ
こ
に
出
あ
う
と
こ
ろ
の
課
題
を
全

生
命
を
か
け
て
や
り
抜
い
て
行
く
。
そ
こ
に
大
法
が

あ
り
、
大
道
が
あ
る
。」（『
正
法
眼
蔵
を
読
む
』
上
巻

百
二
十
六
頁
）
さ
ら
に
「
コ
ツ
コ
ツ
と
や
る
べ
き
こ

と
を
や
る
の
だ
。そ
れ
が
た
っ
た
一
つ
の
道
で
あ
る
。」

（
同
書
百
二
十
七
頁
）と
ご
教
示
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

道
元
禅
師
は
、
だ
か
ら
日
常
生
活
が
修
行
だ
と
し
て
、

洗
面
や
食
事
、
お
手
洗
い
の
作
法
ま
で
御
心
に
か
な

う
よ
う
細
か
く
指
導
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
私
た
ち
は
、

道
場
で
行
ず
る
こ
と
だ
け
が
悟
り
の
た
め
の
信
仰
活

動
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
す
。
上
掲
の
生
長

の
家
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
の
ご
文
章
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
神
想
観
に
よ
っ
て
神
の
御
心
を
知
り
、
そ

れ
を
生
か
す
生
活
を
行
っ
て
い
け
ば
、
本
当
の
意
味

で
の
「
幸
福
」
が
実
現
す
る
の
で
す
。
今
、
自
分
に

与
え
ら
れ
た
生
活
の
場
所
で
、与
え
ら
れ
た
行
を
し
っ

か
り
修
め
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
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と
こ
ろ
で
十
月
二
日
、ZO

O
M

を
利
用
し
て
「
両
丹
こ
ど
も
ネ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
六
月
に
続
き
二
回
目
と
な
る
今

回
の
参
加
者
は
十
名
、
う
ち
二
名
が

初
参
加
で
、
一
時
間
の
行
事
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ミ
ニ
講
話
や
自
己
紹

介
な
ど
充
実
し
た
企
画
を
楽
し
み
ま

し
た
。
と
り
わ
け
参
加
者
が
熱
中
し

た
の
が
「
ク
イ
ズ
」
の
時
間
。
こ
れ

は
環
境
破
壊
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
質
問
や
、
そ
れ
ら
が

進
行
す
る
現
在
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
各
場
面
で
の
行
動
・

選
択
…
…
例
え
ば
、
入
浴
時
に
無
駄
に
シ
ャ
ワ
ー
を
出
し
っ

放
し
に
す
る
こ
と
、
食
器
が
最
後
き
れ
い
な
ほ
ど
に
食
事
を

丁
寧
に
い
た
だ
く
こ
と
、
文
具
購
入
時
に
個
別
包
装
品
を
選

択
す
る
こ
と
…
…
等
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
御
心
に
か
な
う
正
し

い
こ
と
か
ど
う
か
の
質
問
に
答
え
る
も
の
。
出
題
さ
れ
る
と
、

皆
真
剣
に
考
え
、
画
面
に
向
か
っ
て
○
×
の
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
答
え
て
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
そ
の
あ
と
参
加

者
か
ら
具
体
的
な
生
活
実
践
や
改
善
の
決
意
が
き
け
た
こ
と
。

子
供
の
時
か
ら
こ
う
し
て
御
心
に
か
な
う
日
常
生
活
を
心
が

け
る
の
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
大
き
な
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。

道
場
で
な
く
て
も
、
日
常
生
活
こ
そ
信
仰
を
深
め
る
た

め
の
修
行
の
場
と
な
る
の
で
す
。
皆
で
集
う
対
面
行
事
が
な

く
て
も
、
今
は
〝
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
〟
で
充
実
し
た
真
理

研
鑽
が
で
き
る
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
遇
一
行
修
一
行
、
食
器

を
洗
う
よ
う
な
「
実
際
生
活
」
の
分
野
で
、
神
の
御
心
が
で

き
る
だ
け
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
生
き
方
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
の
皆
様
に
は
、〝
自
然
と
共
に

伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
に
ご
活
躍
頂
い
て
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
六
日
（
日
）
十
時
～
十
時
五
十
分
、
地
方

講
師
・
光
明
実
践
委
員
研
修
会
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ラ
ー
ム
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
十
七
名
で
し
た
。
そ
の
中
で
西

村
賀
代
子
講
師
が
普
及
誌
の
読
み
ど
こ
ろ
を
紹
介
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
発
表
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
同
研
修
の
中
で
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
ご
指
導
の
も
と
、

機
関
誌
『
生
長
の
家
』
九
月
号
ご
掲
載
、
谷
口
雅
春
先
生
の

法
語
一
頁
「
幸
福
へ
の
精
神
的
導
火
線
」
の
意
義
及
び
『
新

版 

生
活
の
知
恵
三
六
五
章
』
二
〇
一
頁
「
運
命
の
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
」、『
新
版 

光
明
法
語
』
一
二
九
頁
、「
五
月
四
日
の

法
語
」を
活
用
し
て
頂
き
詳
し
く
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

行
事
の
ご
案
内

令
和
三
年
十
一
月
度
地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
研

修
会
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日　
　

時
：
令
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）
十

時
～
十
時
五
十
分

　

テ
キ
ス
ト
：
会
員
必
携
書
『〝
新
し
い
文
明
を
築
こ
う
〟』

上
巻
（
基
礎
編
）
中
巻
（
実
践
編
）、
谷

口
純
子
先
生
の
ご
著
書
『
森
の
日
ぐ
ら

し
』『
新
版
聖
光
録
』『
生
長
の
家
』
機

関
誌
当
月
号
、
普
及
誌
三
誌
№

141
十
二

月
号
）

※
令
和
三
年
度
地
方
講
師

会
費
未
納
の
方
は
、
納

金
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
活
動
報
告

書
は
新
形
式
の
用
紙
で

毎
月
十
日
ま
で
に
ご
提

出
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

～ 地 方 講 師 会 だ よ り ～

～
相
愛
会
便
り
～

十
一
月
二
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
伊
藤
教
化
部
長
に
よ

る
「
祈
り
合
い
の
神
想
観
」
がFacebook

の
京
都
第
二
教

区
組
織
会
員
の
グ
ル
ー
プ
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
ま
で
は
教
区
練
成
会

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
数
が
集
ま
っ
て
で
き
な
い

事
態
に
対
応
し
て
、
昨
年
十
二
月
よ
り
こ
の
方
法
で
始
め
た

も
の
で
す
。
祈
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
祈
り
合
い
の
神
想

観
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
十
一
月
二
十
日
ま
で
に
両
丹

道
場
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
込
用
紙
が
必
要
な
方
は

道
場
へ
請
求
く
だ
さ
る
か
、
お
近
く
の
相
愛
会
長
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
十
一
月
の
近
藤
連
合
会
長
の
拠
点
訪
問
は
、
七
日

（
日
）
に
京
丹
後
・
与
謝
地
区
、
八
日
（
月
）
に
綾
部
・
福

知
山
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
丹
道
場
へ
の
送
付
物
を
お

預
り
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
両
丹
道
場
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
訪
問
場
所
と
お
お
よ
そ
の
時
間
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

谷口純子先生著
『森の日ぐらし』

令和４年版のひかりの言葉のご案内
ご注文をお待ちしております



令和 3年 11 月 1 日発行よ　　ろ　　こ　　び

3

11月度の対策部だより

普及誌購読者拡大

合掌、ありがとうございます。
コロナ禍の自粛生活が続く中オリンピック・パラリンピックが開催され、不便な中でも努力し喜びを

感じることの大切さを学ばせて頂きました。9 月 29 日の伊藤教化部長の講話ネットフォーラムでは、今
置かれた日常の中で、信仰生活を行じることの大切さを教えて頂きました。そのお話を聞かせて頂いて
から、普及誌は教えを行じる時の参考書のような役割をするものであり、誌友会がないから普及誌を読
む時間がないと言ってないでしっかり読まなくてはと気づく機会となりました。また、先月から対策部
主催で毎月 1 回教区全体で Zoo ｍによる輪読会を開催しています。1 人でも多くの人に参加して頂き、
普及誌の輪読を通して明るい真理の教えにふれて楽しんで貰えればと思っています。Zoo ｍの登録をさ
れていない人にも活用を促して、多くの方にご参加して頂きたいです。そして、皆で普及誌の素晴らし
さを確認して、家族や親戚、また、ご近所さまや、友人等にすすめてまいりましょう。

No, 138，139『いのちの環』「俳壇」 与謝総連：尾藤静子様、綾部総連：大槻紀子様の投稿が掲載さ
れています。
聖使命会員拡大

合掌、ありがとうございます。
日頃は、会員拡大に会費の納入に御尽力頂き心より感謝申し上げます。さて、コロナ禍の中感謝奉納

祭が思うように開催出来ない状態が続いています。この度、対策部が中心となり毎月 1 日午前 10 時から、
Facebook の京都第二教区組織会員のグループ上にて開催させて頂くことになりました。皆様は、各々御
家庭において会員様のお名前を読み上げて頂き、感謝の真を献げて頂きます様どうぞよろしくお願い致
します。
支部・誌友会・会員

山々の木々も色づき始めます。自然界は、忘れず季節を教えてくれます。ありがたいですねぇ。
誌友さん達お元気かなぁ。時 『々白鳩誌』を持って訪ねています友も「ありがとう！」と喜んでくれます。

感謝です。
〈うちんとこの誌友会〉
合掌、ありがとうございます。北桑和知支部です。
会員が少なくなり、3 つの支部がまとまって 1 つの支部になりました。広いため、全員が一ヵ所に集

まることが難しくなりました。今回は東部の誌友さんが集まって、次は西部の誌友さんと、やりくりし
ています。そんな中、東部と西部の誌友さんが集まれた日があって動画配信を見ました。皆が集まりやす
い場所として道の駅を選びました。動画を見ますから、静かな場所を探してウロウロ。やっと見つけて見
始めましたが、そこは道の駅。色んな人が出たり入ったり、消毒の人が来たりと落ち着きません。再びウ
ロウロする始末。「やっぱり、あかんなぁ。」と、大笑い。これはこれで楽しい時間でした。同じ空間で顔
を見て話をするって大切だなと感じました。コロナと仲良く生活出来る日が早く訪れることを願いました。

聖使命会員拡大対策部による感謝奉
納祭が、10 月 1 日（金）10 時～両丹
道場大拝殿で開催されました。

御祭りは、佐々木寿美担当副会長、
渡部悦子対策部員により執り行われ、
その模様は Facebook の教区組織会員
のグループに配信されました。

聖使命感謝奉納祭
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令 和 ３ 年 1 1 月 度 行 事 予 定

☆献納ありがとうございます。
・大江 由紀子 10,000 円　三宅 静子 20,000 円　高橋（女性）10,000 円
☆祈り合い・浄心行献納ありがとうございます。
　　　　　　　　　　8,000 円
☆お賽銭ありがとうございます
　　　　　　       　　 12,541 円 
☆生物多様性保全募金ありがとうございます。
　　　　　　　　　　  3,400 円                            敬称略

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応について

「2021 年 8 月 25 日生長の家参議決定事項に関する通達」に
おいて新型コロナウイルス感染防止の対応については、2022
年 3 月末日まで延期されておりますので両丹道場では、これ
まで通り感染予防対策を維持していく予定です。ご不便をお
かけいたしますが、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。


